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市議会文教厚生委員会資料 

平成 31年 4月 26日 保健福祉部 子ども家庭課 

 

放課後児童クラブのサービス向上に向けた民間活力の導入可能性に 

関するサウンディング型市場調査の実施結果（概要） 

 

平成 31 年 4 月 26 日 

茨城県かすみがうら市 

 

かすみがうら市では、放課後児童クラブ（以下「児童クラブ」という。）について、平成 32

年度からの民間事業者等との連携による管理運営を検討しています。 

そこで、民間活力の導入可能性の把握や諸条件の整理を目的として、民間事業者等の皆様

との「対話」を通じ、管理運営に関する幅広い事業アイデアや事業条件等についてご意向を

お聞きする「サウンディング型市場調査」を実施しましたので、この結果について概要をお

知らせします。 

 

１ 調査の名称 

放課後児童クラブのサービス向上に向けた民間活力の導入可能性に関するサウンディン

グ型市場調査 

 

２ 児童クラブの概要 

(1)  開所日時   

  月曜日から金曜日…放課後から午後 6時まで 

  第 2土曜日…午前 8時 30分から午後 0時 30分まで 

  休校日（振替休業日、創立記念日、夏休みなど）…午前 8時から午後 6時まで 

(2)  休所日 

  土曜日（第 2土曜日を除く）・日曜日・国民の祝日 

  お盆期間（8月 13日から 8月 16日）・年末年始（12月 29日から 1月 3日） 

(3)  早朝・延長保育 

  午前 7時から午前 8時まで（無料） 

  午後 6時から午後 7時まで（日額 300円、月の限度額 3,000円） 

(4)  運営負担金 

児童一人につき月額 3,000円（減額及び免除規定あり） 

(5)  登録児童数 

600名（平成 31年 1月 1日現在） 

(6)  支援員（市臨時職員） 

     69名（平成 31年 1月 1日現在） 

(7)  開所場所・定員数 
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３ 調査のスケジュール 

日にち 内容 

平成 31 年 2 月 21 日（木） 実施要項（本資料）の公表 

平成 31 年 3 月 22 日（金）～25 日(月) 個別対話の実施 

平成 31 年 4 月 26 日（金） 調査結果の概要を公表 

 

４ 参加事業者数 

 サウンディング（個別対話） 3 者 

名     称 開 所 場 所 所在地 定 員 

霞ヶ浦南小児童クラブ１ 霞ヶ浦南小学校 深谷 3660-1 40名 

霞ヶ浦南小児童クラブ２ 第一保育所 深谷 3667 25名 

霞ヶ浦南小児童クラブ３ 第一保育所 深谷 3667 25名 

霞ヶ浦南小児童クラブ４ 第一保育所 深谷 3667 20名 

霞ヶ浦北小児童クラブ１ 霞ヶ浦北小学校 下軽部 1232 40名 

霞ヶ浦北小児童クラブ２ 霞ヶ浦北小学校 下軽部 1232 40名 

霞ヶ浦北小児童クラブ３ 霞ヶ浦北小学校 下軽部 1232 40名 

志筑小児童クラブ 志筑小学校 中志筑 2112 35名 

新治小児童クラブ 新治小学校 西野寺 736 35名 

七会小児童クラブ 七会小学校 上稲吉 182-2 35名 

上佐谷小児童クラブ 上佐谷小学校 上佐谷 1837 35名 

下稲吉小児童クラブ 1 下稲吉小学校 下稲吉 1623-5 60名 

下稲吉小児童クラブ 2 下稲吉小学校 下稲吉 1623-5 60名 

下稲吉東小児童クラブ１ 下稲吉東小学校 下稲吉 2286 35名 

下稲吉東小児童クラブ２ 下稲吉東小学校 下稲吉 2286 35名 

稲吉児童館児童クラブ 稲吉児童館 稲吉 2-6-5 50名 

大塚児童館児童クラブ 大塚児童館 下稲吉 1868-22 50名 

新治児童館児童クラブ 新治児童館 西野寺 51-3 50名 
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５ 個別対話の結果（意見、提案等）の概要 

(1) 対話の内容（項目） 

①現行サービスを向上させるため（内容の充実、人材確保など）の提案について 

②民間事業者と市の運営における役割、業務の分担について 

③運営開始までのスケジュールについて 

 (2) 参加各社からの意見、提案等 

（※各社の業種は、日本標準産業分類を参考に記載してあります。） 

◎Ａ社 

参加事業者の業種 その他の事業サービス業 

対話項目 意見、提案等の概要 

①現行サービスを向

上させるための提案 

○放課後児童クラブのあり方を研究する総合研究所の活用 

○質の向上を目的として年５回程度(多いところで毎月)の研修を

行う。 

○学校連携を図るため、学校行事へ支援員が参加する。 

○一人ひとりの児童へ対応するために、学校職員に児童クラブを

視察してもらう。また、学校、家庭、児童クラブで必要に応じ

て話し合いを行う。 

②民間事業者と市の

運営における役割、

業務の分担 

○全国的なネットワークを活用し、人材の確保を行う。 

○児童の健全育成に関する業務 

○トラブル解決のための専門家で構成されたサポートチームが対 

応を行う。 

③運営開始までのス

ケジュール 

○年内に業務委託の決定、プロポーザルの実施が必要 

○短期間で受託を進めたケースもある。 

④その他 ○現支援員の雇用を優先する。 

◎Ｂ社 

参加事業者の業種 児童福祉事業 

対話項目 意見、提案等の概要 

①現行サービスを向

上させるための提案 

○クラブごとに防火管理者を置き、年度初めに消防計画を作成

し、毎月避難訓練を実施する。 

○運動系（ダンス、縄跳び等）・文科系（かるた、手話等）体験

プログラムの充実により、飽きることなくメリハリのある活動

を実施。 

○子どもの育ちの連続性を支えるために、必要に応じて、市、学

校、児童クラブ間で情報共有を図る。 

○家庭と児童クラブ間の連絡ノートにより、保護者との信頼関係

を築く。 

○地域団体と連携した体験教室を積極的に取り入れる。 



 

－ 4 － 

②民間事業者と市の

運営における役割、

業務の分担 

○入所決定以外の請負は可能 

○多様な媒体を活用し、人材確保を行う。 

③運営開始までのス

ケジュール 

○年内に業務委託の決定、プロポーザルの実施が必要 

④その他  ○現支援員の雇用を優先する。 

◎Ｃ社 

参加事業者の業種 その他の事業サービス業 

対話項目 意見、提案等の概要 

①現行サービスを向

上させるための提案 

○毎月責任者会議を開催 

○年間数日児童クラブ間で支援員の交換勤務を行い、クラブの均

一化をはかる。 

②民間事業者と市の

運営における役割、

業務の分担 

○入所の受付、決定は自治体 

○負担金等の業務の請負可能 

③運営開始までのス

ケジュール 

 

④その他  ○現支援員の雇用を優先する。 

 

 

６ 個別対話の結果を踏まえた今後の対応 

今回の調査において、各事業者の皆様から施設の効果的な運営に関する様々なノウハ

ウやアイデアをお聞きすることができました。 

今後は、この結果を参考とし、施設の管理運営体制や各提案等の実現可能性の検討を

行うとともに、指定管理者の公募などを実施する場合の公募条件等の整理を進めてまい

ります。 

 

７ 問合せ先 

かすみがうら市 保健福祉部子ども家庭課（大塚児童館） 

〒315－0052 茨城県かすみがうら市下稲吉 1868-22 

電話・ファクシミリ  0299－59－4088 

電子メール ootsuka@city.kasumigaura.ibaraki.lg.jp 

 


